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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
★トピックス日工の環境①　リニア中央新幹線の全線開業8年前倒し②　整備新幹線に8,000億円の投資（北海道、北陸、九州、長崎ルートの各線路）



2017年3月期 決算実績サマリー
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(百万円）

【売上高】
アスファルト関連事業、コンクリート関連事業
ともに前期を下回ったため前期比▲4.1％の
327億17百万円となる。アスファルト製品は前
期比大型物件の件数が減少、コンクリート製品
は前期が近年にない高い売上実績であったこと
の反動減で、それぞれ売上減となる。

【営業利益】
材料費、外注加工費の減少により、原価率が
1.9％改善したため、営業増益となる。
(営業利益率：前期4.8％→今期5.9％)

【経常利益】
受取配当金の増加、為替差損の減少により、営
業外損益は前期比+31百万円となる。

【当期純利益】
子会社の業績悪化等で固定資産の減損1億1百
万円を特損に計上。また、前期に計上したベニ
ング・ホーヘン社の持分売却益18億61百万円
がなくなったため前期比減益となる。

【受注残高】
中国でのAP製品の受注残高が前期比+11億64
百万円。国内AP製品は減少、一方でBP製品は
増加。

  2016年3月期
累計

 2017年3月期
累計

増減
決算のポイント
（前年同期比）

当期純利益 1,896 1,340 ▲ 555

受注残高
（当期末残高）

9,997 11,629 +1,632

売上高 34,110 32,717 ▲ 1,393

経常利益 1,648 1,993 +344

営業利益 1,629 1,944 +314
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
決算サマリー　若干の減収と多少の増益売上　64億36百万円　前期比▲3億45百万円　　　　　APのメンテナンスサービス及び輸出の減少で前期比▲3億16百万円営業利益 　　1億12百万　前期比+1億円　　　　　　 　　 ⇒原価率の改善により増益　主な理由は外注費用の改善　　　　　　　　 　　①　去年に比べて１時間当たりの単価が下がった　　　　　　　　 　　②　ほとんどが外注となるメンテナンスサービスの売上が減少経常利益　 　1億87百万円　前期比+60百万円　為替差損▲24百万円　　　　　　　　 　 ⇒円高/元安：関係会社（日工上海）の売掛金　当期純利益　1億24百万円　前期比▲10億64百万円　　　　　　　　　　⇒前期　ベニングホーヘン社の持分売却益受注残高　 　109億93百万円　前期比▲4億22百万円　　　　　　　　　　⇒ほぼ前年並みとなる　受注予測を上回る　　　　　　　　　     四半期で100億円を超える⇒日工では比較的良い水準★日工の外注加工　⇒４つ①ものづくり　②設計　③現地建設　④メンテナンスサービス　　　　　　　



2018年3月期 通期業績予想
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円　銭 円　銭 円　銭 円　銭

経常利益 1,993

1株当たり
当期純利益

2,200 +207

当期純利益 1,340 1,500 +160

1,648

1,896

226.21 171.52 191.90 +20.38

営業利益 1,944 2,100

（単位：百万円）

+156

34,110

1,629

2016年3月期
実績

2017年3月期
実績

2018年3月期
見通し 増減

売上高 32,717 34,500 +1,783

〔売上高〕　　　　　　　　　　
増加要因：中国でのAP製品、環境
製品。　　　　　　　　　　　　
国内AP、BP製品はともに横ばい。
　

見通しの理由

〔営業利益〕　　　　　　　　　　
売上増による増益を見込むが、鋼
材価格の値上がりによる原材料費
のコスト増をマイナス要因として
織り込む。

〔経常利益〕　　　　　　　　　　

特別な要因は見込まず。

〔当期純利益〕　　　　　　　　　

特別な要因は見込まず。
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2017年3月期 売上高と営業利益の推移

32,073

2,2491,186

30,707

1,832
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34,110

1,629

27,087 32,717

1,944
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
四半期ごとの売上高と営業利益を棒グラフで示している売上高　昨年と比較　減少　以前と比較　⇒悪くない数字。営業利益　昨年と比較　改善　　　　　　　　　① 前期は中国の売掛金の貸引を8千万円ほど計上　　　　　　　　　② 売上増加による外注のコストを価格転換できず　　　　　　　   　　　　　 以前と比較　悪い  　　　　　　　  ① 製品の売上とメンテナンスの売上との率により利益の割合が変化                　  （利益率：製品＜メンテナンス）　　　　　　　　　　　　　　※グラフの通り　利益水準の低い1Qと3Qの平準化を目標　　　　　　　　【例】納期を繁忙期であるお盆、お正月から外してもらう。工期の短縮等★海外の債権回収について基本：L/C、前受金　例外：中国のみ売掛金(債権回収に苦戦中）



2017年3月期 セグメント別 売上高・営業利益
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（単位：百万円）

▲671 +19

(▲ 3.9%) (+1.6%)

▲911 +128

(▲ 8.9%) (+14.6%)

+357 +31

(+15.6%) (+9.3%)

▲168 +140

(▲ 3.9%) (+50.7%)

全社費用 - - - ▲ 1,097 ▲ 1,102 -

▲1,393 +314

(▲ 4.1%) (+19.3%)

売上高

通期

4,301 4,133

17,252 16,580

前期比前期 当期

10,267 9,356

2,289 2,647

セグメント

その他事業

環境及び搬送
関連事業

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾟﾗﾝﾄ
関連事業

ｱｽﾌｧﾙﾄﾌﾟﾗﾝﾄ
関連事業

合計

通期

営業利益

1,234 1,253

1,006878

337 369

前期比

1,9441,629

417277

前期 当期

34,110 32,717
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
セグメント別　売上高・営業利益の昨年と今年の比較アスファルトプラント　売上　　　　　製品売上↑　メンテナンス↓　輸出↓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前期比▲3億16百万円　29億35百万円　　　　　　　　　　　　　営業利益　　▲1百万円　前年並み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前期　中国の売掛金の貸引を約8千万円計上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今期　利益率が悪い　⇒　今後は他社が持たない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　付加価値製品の製作で利益率向上をコンクリートプラント　売上　　　　　製品売上↑　メンテナンス↓　輸出↑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前期比+17百万円　21億6百万円　　　　　　　　　　　　営業利益　　+58百万円　1億13百万円環境及び搬送　　　売上　　　　　環境製品↓　搬送製品↑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前期比+66百万円　5億11百万円　　　　　　　　　　　　営業利益　　+31百万円　76百万円その他事業　　　　　売上　　　　　仮設機材↓　土農工具↓　破砕機↑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前期比▲1億13百万円　　　　　　　　　　　　営業利益　　+8百万円　55百万円　
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(単位：百万円)

2017年3月期 経常利益 増減要因分析

販管費
の減少

経常利益
+344

その他営業外
収益の減少
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売上高の
減少

原価率の
改善

為替差損の
減少
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
経常利益　増減要因分析　⇒　マイナスを赤、プラスを青で表記①　売上高の減少▲83百万円　　②　原価率の改善+1億66百万円　③　販管費+18百万円　④　前期：為替差益⇒今期：為替差損へ転じた　▲39百万円（人民元建　売掛金）合計して経常利益　+6千万円　1億87百万円　



2017年3月期 財政状態の分析
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（単位：百万円）

流 動 資 産 29,750 30,764 +1,013
現金及び預金+2,791　　　　　
受取手形及び売掛金▲1,326　　
電子記録債権▲607

有 形 固 定 資 産 4,606 5,206 +599

無 形 固 定 資 産 330 331 +1
投 資 そ の 他 8,501 8,673 +171

43,189 44,976 +1,786

流 動 負 債 11,276 12,494 +1,218

固 定 負 債 3,384 3,392 +7

28,528 29,089 +560
当期純利益+1,340
自己株式▲1,006　配当金▲403
その他有価証券評価差額金+773

66.1 64.7 ▲1.4

0.09 0.07 ▲0.02

3,403.55 3,746.35 +342.80

主な変動要因

建物及び構築物+380　　　　　
土地+216　　　　　　　　　　
投資有価証券+222

支払手形及び買掛金+240　　　
未払法人税等+523　　　　　　
未払金+341

１ 株 当 た り 純 資 産 ( 円 銭 )

資産

負 債

純 資 産 合 計

D/E レ シ オ ( 倍 )

連結貸借対照表 2016年3月期 2017年3月期

自 己 資 本 比 率 (%)

増減

総 資 産 合 計

6

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
財政状態の比較最大のポイント　純資産の減少　▲14億95百万円　　　　　　　　　　　主な理由　自己株取得　10億5百万円　　　　　　　　　　　⇒　５月に　約7％　300万株　自己株買い　　　　　　　　　　　⇒　自己資本比率　前期比　0.3％↓　65.8円　　　　　　　　　　　⇒　1株当たり純資産　15.54円↑　696円25銭　★　D/Eレシオとは・・・負債資本倍率のこと。企業財務の健全性（安全性）を見る資料の一つで、企業の資金源泉のうち、株主資本（Equity）の何倍に当たるかを示す数値。返済義務のある有利子負債等が、どれだけ返済義務のない株主資本でカバーされているかを示す。通常、１倍を下回ると財務が安定しているとされる。



各事業セグメント毎の状況

アスファルトプラント関連事業

●セグメントの概要
アスファルトプラントの製造・販売・メンテナンスサービス。

販売先は主に国内の大手道路会社、及び海外各地区道路会社等。

●国内製品売上は前期を下回るが、
メンテナンス売上及び海外売上は伸長。

国内製品売上は、前期比大型物件が減少したため減少。一方で、

メンテナンス売上は堅調に推移。海外も中国、ASEANともに堅調に

推移。外注加工費、材料費の減少により利益率が改善。

【NAP.ABD-1600MB+NRU.
TOPα60-80AD+AZU200】

新潟県
再生材のフローを簡略化
し、メンテナンス用簡易リ
フトを搭載した、メンテナ
ンス重視構造の最新型プラ
ントです。可動装置部は全
面外装とし、環境面にも配
慮しております。

【NAP.ABD-1600CB+NRU.
TOPα45-50AF+AZU220】

千葉県
環境対策と省エネ及び安全
性を重視した構造の最新型
プラントです。また、景観
条例に基づき、優しい基調
の色合いのプラント構成と
なっており、景観にも十分
に配慮しております。

www.nikko-net.co.jp  ⓒ Copyright NIKKO CO., LTD.    2017 All rights reserved. 

（単位：百万円）
2016年3月期 2017年3月期 前期比

売上高
▲671

(▲ 3.9%)

構成比率 +0.1%

営業利益
+19

(+1.6%)

営業利益率 7.2% 7.6% +0.4%
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
説明は割愛　お手すきの際にご覧ください



各事業セグメント毎の状況

コンクリートプラント関連事業
●前期の反動減で製品売上が減少するも、

利益率の改善で増益。

前期はユーザーの更新投資が集中し、近年にない売上実績で

あったことから反動減で製品売上、メンテナンス売上ともに減少。

一方で、外注加工費、材料費の減少により利益率が改善。

●セグメントの概要
コンクリートプラントの製造・販売・メンテナンスサービス及

びコンクリートポンプ車の製造・販売。販売先は主に国内の生

コン工場。

【DASH-H330Evo
150R-TRIU】

埼玉県
工場の移転に伴い採用頂
きました。骨材循環設備
も導入し表面水の安定、
予備ホッパーも設置し特
殊骨材にも対応できるよ
うにしております。

www.nikko-net.co.jp  ⓒ Copyright NIKKO CO., LTD.    2017 All rights reserved. 

【 DASH-H275Evo
Ⅴ275(t)-TRIU 】
東京都

東京オリンピック・パラ
リンピック関連工事や周
辺インフラ整備といった
需要に備え、最新機種の
DASH-HYPERミキサ搭載の
プラントを採用頂きまし
た。

（単位：百万円）
2016年3月期 2017年3月期 前期比

売上高
▲911

(▲ 8.9%)

構成比率 ▲ 1.5%

営業利益
+128

(+14.6%)

営業利益率 8.6% 10.8% +2.2%
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各事業セグメント毎の状況

環境及び搬送関連事業

●環境は、大型案件により売上は大幅増。

環境製品は、石炭灰造粒プラントの大型案件があったことで、

売上増。一方で、搬送製品は、主力製品のポータブルコンベヤ

の販売が減少したことで売上減。

●セグメントの概要
ベルトコンベヤの製造・販売。空き缶、ペットボトル選別等の

環境関連製品の製造・販売。

www.nikko-net.co.jp  ⓒ Copyright NIKKO CO., LTD.    2017 All rights reserved. 

【石炭灰造粒プラント】
福島県

火力発電所で発生する石
炭灰を、道路工事などで
使用する人工地盤材とし
て再利用するための中間
処理施設です。年間約１
２万トンの人工地盤材を
生産する計画となってお
ります。

【リサイクル４
＋SMA60TE20 】
東京都

日工の環境製品『缶ビン
選別圧縮装置リサイクル
４』は、自治体・物流倉
庫・廃棄物処理業者様へ
幅広くご利用いただいて
おります。

（単位：百万円）
2016年3月期 2017年3月期 前期比

売上高
+357

(+15.6%)

構成比率 +1.4%

営業利益
+31

(+9.3%)

営業利益率 14.7% 13.9% ▲ 0.8%
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各事業セグメント毎の状況

その他事業

●仮設機材製品、破砕機の売上が伸長。

仮設機材は、当社オリジナル製品の売上が増加。破砕機は新

規顧客の開拓により売上が増加。一方で、土農工具、水門の売

上が減少したことで、全体では売上減。

●セグメントの概要
仮設機材、ショベル等土農工具、水門、破砕機等の製造

販売。

【ラクラク台(移動式室内足場)】
茨城県

連結子会社 日工セック㈱
ラクラク台は、アルミ合金製
移動式室内足場で、ジャバラ
構造の為組立し易く、振れ止
め機能により作業床が揺れに
くい為、安心して作業する事
が出来ます。２㎡の作業床と
して単体での使用又は、並列
して広い作業床としても使用
する事が出来ます。

www.nikko-net.co.jp  ⓒ Copyright NIKKO CO., LTD.    2017 All rights reserved. 

【河川設備：油圧式転倒ゲート】
千葉県

連結子会社 日工マシナリー㈱
河川を横断して設けられ、多
くは貯水を目的として使用さ
れています。メンテナンスが
容易であり、特に洪水時は水
位検知をフロートで行い自動
倒伏が可能です。

（単位：百万円）
2016年3月期 2017年3月期 前期比

売上高
▲168

(▲ 3.9%)

構成比率 +0.0%

営業利益
+140

(+50.7%)

営業利益率 6.4% 10.1% +3.6%
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セグメント別利益予想、配当金、設備投資

www.nikko-net.co.jp  ⓒ Copyright NIKKO CO., LTD.    2017 All rights reserved. 

（単位：百万円）

通期予想 通期実績 達成率 通期予想 通期実績 達成率

1,234 1,320 1,253 94.9% 1,400
(7.2%) (8.0%) (7.6%) - (7.9%)

878 830 1,006 121.2% 900
(8.6%) (8.7%) (10.8%) - (9.8%)

337 500 369 73.8% 450
(14.7%) (17.9%) (13.9%) - (12.9%)

277 350 417 119.1% 450
(6.4%) (8.3%) (10.1%) - (11.0%)

全社費用 - - - - - ▲ 1,097 ▲ 1,100 ▲ 1,102 100.2% ▲1,100

1,629 1,900 1,944 102.3% 2,100
(4.8%) (5.8%) (5.9%) - (6.1%)

中間 25.00 円 中間 25.00 円 中間 25.00  円
期末 25.00 円 期末 30.00 円 期末 30.00  円
年間 50.00 円 年間 55.00 円 年間 55.00  円

※ 株式併合後の金額に置き直して記載しております。

112.19円 108.85円
127.47円 119.84円 118.79円

482百万円 485百万円
908百万円 1,261百万円 1,200百万円

2017年3月期 2018年3月期(予想)

2016年3月期（通期実績） 2017年3月期(通期実績） 2018年3月期（通期予想）

2017年3月期  2018年
3月期(予想)

売上高
営業利益

（営業利益率）
2017年3月期  2018年

3月期(予想)
 2016年
3月期

合計 34,110 33,000 99.1%

その他事業 4,301 4,200 98.4%

2,800 94.5%

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾟﾗﾝﾄ
関連事業

10,267 98.5%

 2016年
3月期

ｱｽﾌｧﾙﾄﾌﾟﾗﾝﾄ
関連事業

17,252 16,500 100.5%

為替レート：EUR

設備投資額
為替レート：US＄

16,580

１株当たり配当金

減価償却費

9,356

2,647

4,133

32,717

9,500

2016年3月期

487百万円

112.62円

環境及び搬送
関連事業

2,289

　※　( )のパーセンテージは営業利益率を示しております。

17,700

9,200

3,500

4,100

34,500
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配当金推移
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15円 15円 15円 15円 15円 15円
20円

25円 25円 25円

(予想)

15円 15円 15円 15円

20円 20円

25円 25円

30円

(予定)

30円

(予想)

▲ 499

124

461

122

881 888

1,348

1,896

1,340

1,500

(予想)

▲ 500

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

0円

10円

20円

30円

40円

50円

60円

2009/3期 2010/3期 2011/3期 2012/3期 2013/3期 2014/3期 2015/3期 2016/3期 2017/3期 2018/3期

中間配当 期末配当 連結当期純利益(百万円)
※ 株式併合後の金額に置き直して記載しております。
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当資料に記載されている将来の見通しなどについては、現時点で入手可能な情報に基づいて作成されたものです。
当社を取り巻く内外の経済情勢、業界動向、商品需給、新技術の進展などにより、今後において業績見通しが変動するな
どのリスクや不確実性を含んでおります。
従いまして、投資判断を決定する場合には、当資料の将来の見通しのみに依拠することは、お控えくださるようお願い申
し上げます。
また、当資料の将来の見通しに関する記述につきましては、法律上その手続きが必要となる場合を除き、事前予告なく変
更する事もありますので、ご了承ください。

www.nikko-net.co.jp  ⓒ Copyright NIKKO CO., LTD.    2017 All rights reserved. 
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